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移動式クレーン構造規格が改正
メーカーの今後の対応について

20190204

現在、使用しているクレーンや中古クレーン又は平成31年3月1日前に製造され
たクレーンを購入した場合には以前のような使用は可能です。
また、現在使用している機種のメンテナンス用備品の供給は、製品の生産終了
から10年は各メーカーとも供給するそうです。ただし、生産終了から10年以上経
過してる機種に関しては各メーカーに問い合わせが必要です。（部品が無い場
合もあります）

クレーン年次点検
定期自主検査は労働安全衛生法と同法基準に基づくクレーン等安全規則により、
事業者はクレーン等を設置した後に1年以内ごとに1回及び1ヵ月ごと1回所定の
項目について定期的に、自主検査を行うことが定められています。

対象となるクレーン
つり上げ荷重0.5トン以上のクレーンで、所定の検査項目について点検を実施し
その記録を3年間保管しなければなりません。
労働安全衛生法第120条1項により、50万以下の罰金が処される可能性がありま
す。

No.31協会ニュースでは前田製作所のカニクレーンの１０年以上経過した機種を
お知らせしましたが、古川ユニックからも１０年以上経過した機種の資料が来ま
したのでお知らせいたします。

古川ユニック小型ミニクロ 10年以上経過している機種

UR253C UR254C UR255C

UR254CA UR255CA UR256CA

上記の機種を使用している会員は、メンテナンス用部品の供給状況をメーカー
や修理業者に確認の上ご使用ください。壊れると使用不能になる可能性があり
ます。



2-3


